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市 政 ル ポ いすみ市

自
立
・
挑
戦
を
テ
ー
マ
に
挑
む

海
浜
田
園
都
市
の
地
域
創
生
戦
略

自
然
・
食
・
ゆ
っ
た
り
と
し
た
住
み
良
さ

　

東
京
都
心
部
か
ら
は
75
㎞
圏
内
、
県
都
・
千
葉
市

か
ら
は
45
㎞
圏
内
の
通
勤
圏
。
特
急
わ
か
し
お
を
利

用
す
れ
ば
東
京
駅
と
約
70
分
、
圏
央
道
や
九
十
九
里

有
料
道
路
な
ど
陸
路
を
使
え
ば
東
京
・
横
浜
方
面
と

約
80
分
で
結
ば
れ
る
、
外
房
東
南
部
の
海
浜
田
園
都

市
い
す
み
市
は
、
平
成
17
年
12
月
５
日
、
旧
夷い
す
み隅

郡

夷
隅
町
、
大
原
町
、
岬
町
の
３
町
合
併
に
よ
り
誕
生

し
た
。

　

市
制
施
行
10
周
年
の
記
念
日
と
な
っ
た
昨
年
（
平

成
27
年
）
12
月
５
日
お
よ
び
翌
６
日
に
は
、
合
併
後

の
新
生
・
い
す
み
市
の
名
称
を
い
ち
早
く
全
国
に
広

め
る
こ
と
に
貢
献
し
て
き
た
恒
例
の
「
第
８
回
い
す

み
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」
が
、
い
す
み
市
の
市
制
10
周
年

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

い
す
み
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
合
併
３
年
目
の
平
成
20

年
に
第
１
回
目
が
開
催
さ
れ
た
。
以
後
、
第
１
回
〜

７
回
ま
で
７
年
連
続
で
、
全
国
に
２
０
０
０
近
く
あ

る
と
さ
れ
る
一
般
の
マ
ラ
ソ
ン
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
中

か
ら
、
参
加
者
の
評
価
を
も
と
に
決
定
さ
れ
る
「
全

国
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
１
０
０
選
」（
一
般
財
団
法
人

ア
ー
ル
ビ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
財
団
主
催
、
雑
誌
『
ラ
ン

ナ
ー
ズ
』発
表
）に
入
選
し
続
け
て
き
た
人
気
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
だ
。

　

ち
な
み
に
、
市
制
10
周
年
記
念
の
第
８
回
い
す
み

健
康
マ
ラ
ソ
ン
も
、
平
成
27
年
12
月
に
全
国
で
開
催

さ
れ
た
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
の
う
ち
、
総
合
的

な
魅
力
度
が
満
点
に
近
い
形
で
１
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
大
会
は
い
す
み
市
出
身
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪（
84
年
）の
女
子

マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
選
手
だ
っ
た
増
田
明
美
氏
の
冠

大
会（
増
田
明
美
杯
）と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
市
制
10

周
年
記
念
日
当
日
の
12
月
５
日
に
行
わ
れ
た
第
８
回

大
会
の
開
会
式
に
お
い
て
、
い
す
み
市
は
増
田
氏
に

「
い
す
み
大
使
」（
２
人
目
）を
改
め
て
委
嘱
。
全
国
か

ら
い
す
み
市
を
訪
れ
て
い
た
４
６
１
３
名
の
参
加
者

（
ラ
ン
ニ
ン
グ
愛
好
者
）た
ち
か
ら
、
盛
大
な
拍
手
を

贈
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
新
い
す
み
大
使
の
委
嘱
を
受
け
た
増

田
氏
は
、「
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
・
い

す
み
市
の
自
然
、
食
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
住
み
や

す
い
環
境
を
内
外
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」（
12
月

６
日
付
け
毎
日
新
聞
千
葉
県
版
よ
り
）
と
ス
ピ
ー
チ

し
た
。
増
田
氏
の
こ
の
簡
潔
な
言
葉
に
は
、
ま
さ

に
い
す
み
市
の
地
域
特
性
の
粋
と
と
も
に
、
い
す

み
市
が
現
在
行
お
う
と
し
て
い
る
地
域
創
生
の
要

諦
（
根
幹
）
が
凝
縮
さ
れ
、
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
。

　
「
い
す
み
市
の
地
域
創
生
に
向
け
る
基
本
姿
勢
は

太
おおた

田　洋
ひろし

いすみ市長
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自
立
と
挑
戦
で
す
。
折
し
も
合
併
特
例
が
終
了
す
る

時
期
を
迎
え
て
、
平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
で
は
思

い
切
っ
て
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て

平
成
28
年
度
か
ら
本
格
的
に
、
い
す
み
市
の
地
域
特

性
を
生
か
し
な
が
ら
多
角
的
に
地
域
創
生
を
実
施
し

て
い
け
る
よ
う
、
選
択
と
集
中
の
行
政
運
営
を
基
本

と
す
る
方
針
へ
、
大
き
く
舵
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
太
田
洋
・
い
す
み
市
長
で
あ
る
。

太
田
市
長
の
い
う
「
い
す
み
市
の
地
域
特
性
」
は
、

追
々
ご
紹
介
し
て
い
く
が
、
実
に
多
岐
に
渡
っ
て
い

る
。
と
り
わ
け
豊
か
な
自
然
、
歴
史
的
に
程
よ
く
手

入
れ
さ
れ
て
き
た
里
山
と
里
海
、
そ
こ
か
ら
産
出
さ

れ
る
多
彩
な
食
材
、
そ
う
し
た
諸
要
素
が
一
体
と

な
っ
て
形
成
さ
れ
る
暮
ら
し
や
す
さ
は
、
ま
さ
に
現

在
の
い
す
み
市
が
誇
る
べ
き
最
大
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
な
の
だ
。
同
時
に
こ
う
し
た
良
質
な
住
環
境
は

　
「
な
い
も
の
ね
だ
り
は
せ
ず
、
地
に
足
を
つ
け
て
、

今
あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
し
よ
う
」（
太
田
市
長
）
と
い
う
基
本
姿
勢

の
下
に
策
定
し
た
、
い
す
み
市
『
地
方
創
生
総
合
戦

略
』に
不
可
欠
な
推
進
力
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
『
地
方
創
生
総
合
戦
略
』
の
目
標
は
、「
①
地
域
経

済
循
環
を
拡
大
し
て
の
雇
用
の
創
出
」「
②
地
域
資
源

の
価
値
を
再
認
識
し
て
の
地
域
所
得
の
向
上
」「
③
都

市
通
勤
圏
に
あ
る
自
然
豊
か
な
地
域
性
を
生
か
し
て

の
人
口
減
対
策
」「
④
豊
か
な
自
然
環
境
、
子
育
て
支

眼下に大原漁港を見下ろす名勝・八幡岬

日本有数の水揚げ量を誇るイセエビは、タコやアワビなどとともにいすみブランドの代表格（大原漁港）

品質高い米を産出するいすみ市の典型的な田園風景
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援
の
充
実
を
発
信
し
て
の
地
域
の
魅
力
の
向
上
」の
４

項
目
に
集
約
さ
れ
る
。
さ
ら
に
人
口
減
少
化
対
策
に

不
可
欠
な
「
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
化
」、
財
政

健
全
化
の
鍵
の
一
つ
で
あ
る
医
療
費
削
減
に
直
結
す

る
健
康
づ
く
り
な
ど「
市
民
福
祉
の
向
上
」が
加
わ
る
。

地
に
足
の
つ
い
た
、 

い
す
み
市
ら
し
さ
を
追
求

　

平
成
17
年
12
月
５
日
の
合
併
時
に
４
万
３
５
９
４
人

だ
っ
た
い
す
み
市
の
人
口
は
、
10
年
後
の
平
成
27
年

４
月
に
４
万
３
６
５
人
へ
と
３
０
０
０
人
強
減
少

し
て
い
る
。
転
出
す
る
人
々
は
10
代
後
半
〜
20
代

前
半
の
若
年
世
代
が
中
心
で
、
そ
の
最
大
要
因
は

雇
用
の
場
の
減
少
だ
。

　
「
一
番
大
き
い
の
は
い
す
み
市
に
隣
接
し
、
か
つ

て
日
立
製
作
所
の
企
業
城
下
町
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
大

規
模
な
モ
ノ
づ
く
り
の
伝
統
と
市
場
を
形
成
し
て
き

た
茂
原
市
や
、
千
葉
市
か
ら
先
の
内
房
側
に
展
開
す

る
京
葉
工
業
地
帯
で
の
雇
用
の
場
が
急
速
に
減
り
つ

つ
あ
る
こ
と
で
す
」（
太
田
市
長
）

　

企
業
の
撤
退
や
工
場
関
係
の
自
動
化
推
進
な
ど
の

諸
要
因
に
よ
り
、
以
前
か
ら
い
す
み
市
に
住
み
、
そ

う
し
た
企
業
に
通
勤
し
て
い
た
働
き
盛
り
世
代
の
ほ

か
、
就
職
先
を
求
め
る
学
卒
直
後
の
世
代
な
ど
が
、

雇
用
の
場
を
求
め
転
出
し
て
い
く
事
例
が
最
も
多
い

と
い
う
。

　

そ
の
一
方
、
こ
の
10
年
間
で
１
０
０
０
名
近
く
の

転
入
者
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
い
す
み
市

は『
田
舎
暮
ら
し
の
本
』な
ど
移
住
情
報
関
連
の
各
メ

デ
ィ
ア
が
選
出
す
る
「
移
住
し
て
み
た
い
地
域
ラ
ン

キ
ン
グ
」
の
常
連
で
あ
る
。
漁
業
・
農
業
な
ど
へ
の

就
労
希
望
者
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
酪
農
環
境
を
生

か
し
た
チ
ー
ズ
工
房
づ
く
り
、
多
彩
な
食
材
を
扱
う

飲
食
店
の
起
業
、
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
趣
味
中
心
の
生

活
を
満
喫
す
る
た
め
の
移
住
、
隣
接
す
る
茂
原
市
や

千
葉
市
、
東
京
都
心
部
な
ど
へ
の
通
勤
を
前
提
と
す

る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
需
要
な
ど
、
タ
イ
プ
も

年
齢
層
も
さ
ま
ざ
ま
な
移
住
者
た
ち
が
や
っ
て
く

る
。
い
わ
ば「
自
己
実
現
」を
目
的
に
い
す
み
市
に
転

入
し
て
く
る
人
た
ち
が
多
い
の
で
あ
る
。
近
年
の
い

す
み
市
の
転
出
・
転
入
事
情
に
は
こ
う
し
た
対
照
的

な
事
情
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
や
農
業
は
質
の
高
い
産
物

を
産
み
出
し
て
安
定
し
た
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
る

（
後
継
者
不
足
と
い
う
問
題
は
抱
え
て
い
る
が
）と
は

い
え
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
、
い
す
み
市
の
人

口
減
少
を
抑
制
す
る
ほ
ど
雇
用
の
場
と
し
て
の
パ
イ

に
余
裕
は
な
い
。

　

と
な
れ
ば
企
業
誘
致
な
ど
、
雇
用
の
場
の
確
保

を
応
急
処
置
的
に
で
も
考
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

い
す
み
市
で
は
そ
う
し
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
な

い
よ
う
だ
。

　

一
つ
に
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
考
え
て
、
も
は

や
企
業
誘
致
が
そ
う
簡
単
に
で
き
る
時
代
で
は
な
い

と
い
う
見
極
め
」（
太
田
市
長
）
が
い
す
み
市
に
は
あ

江戸時代から続く勇壮豪快な「大原はだか祭り」には市内18の神社から神輿が大集合（毎年9月
23・24日）

戦国時代に築かれた万木城跡はツツジや桜の名所
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る
。
進
出
を
希
望
す
る
企
業
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

少
な
く
な
い
数
の
移
住
希
望
者
た
ち
が
そ
の
理
由
に

あ
げ
る
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
の
「
い
す
み
市
ら
し

さ
」を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
ク
リ
ー
ン
で
、

い
す
み
市
ら
し
さ
に
合
致
す
る
よ
う
な
企
業
の
進
出

が
あ
れ
ば
そ
れ
は
嬉
し
い
が
、
そ
う
し
た
僥ぎ
ょ
う
こ
う倖を

い

た
ず
ら
に
待
つ
よ
り
は
「
今
あ
る
地
域
特
性
に
磨
き

を
か
け
て
フ
ル
活
用
し
よ
う
」
と
い
う
の
が
、
前
述

し
た
い
す
み
市『
地
方
創
生
総
合
戦
略
』の
基
本
理
念

な
の
だ
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
て
く
る
の
が
、
い
す
み
市
も
共

同
出
資
者
で
そ
の
存
続
に
力
を
入
れ
て
い
る
第
三
セ

ク
タ
ー
「
い
す
み
鉄
道
」
が
次
々
と
打
ち
出
し
て
い

る
、
再
生
の
た
め
の
基
本
理
念
お
よ
び
数
々
の
活
性

化
戦
略
で
あ
る
。

地
域
資
源
の
力
が
活
性
化
の
力

　

い
す
み
鉄
道
は
い
す
み
市
の
大
原
駅
と
内
陸
の
上

総
中
野
駅（
夷
隅
郡
大
多
喜
町
）を
結
ぶ
路
線
総
距
離

26
・
８
㎞
、
全
14
駅
の
非
電
化
単
線
の
ロ
ー
カ
ル
線

だ
。
夷
隅
川
流
域
に
展
開
す
る
美
し
い
里
山
風
景
の

中
を
走
る（
約
50
分
間
）こ
と
な
ど
で
、
近
年
、
人
気

が
高
ま
っ
て
い
る
。
終
点
の
上
総
中
野
駅
で
は
内
房

側
の
五
井
駅
（
市
原
市
）
ま
で
を
結
ぶ
も
う
一
つ
の

ロ
ー
カ
ル
線
・
小
湊
鉄
道
に
連
絡
し
て
お
り
、
両
者

を
乗
り
継
ぐ
と
約
２
時
間
で
房
総
半
島
を
縦
断
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
バ
ス
会
社
な
ど
グ
ル
ー
プ
会
社
の

多
い
私
鉄
ロ
ー
カ
ル
線
・
小
湊
鉄
道
と
違
い
、
昭
和

63
年
の
国
鉄
民
営
化
に
伴
い
廃
止
寸
前
の
旧
国
鉄
・

木
原
線
を
第
三
セ

ク
タ
ー
化
し
て
誕

生
し
た
い
す
み
鉄

道
（
い
す
み
市
の

ほ
か
、
千
葉
県
、

大
多
喜
町
、
小
湊

鉄
道
な
ど
が
共
同

出
資
）
は
、
乗
車

運
賃
の
売
り
上
げ

以
外
に
収
入
源
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、

営
業
基
盤
が
も
と

も
と
脆
弱
だ
っ

た
。
平
成
19
年
に

は
再
び
廃
止
案
が

出
る
な
ど
、
再
生
は
難
し
い
か
と
思
わ
れ
た
が
、
こ

こ
で
思
い
切
っ
た
手
を
打
つ
。
外
部
か
ら
ア
イ
デ
ア

と
実
行
力
の
豊
富
な
社
長
を
公
募
し
、
運
営
方
針
の

抜
本
的
な
革
新
を
目
指
し
た
の
だ
。

　

就
任
し
た
新
社
長（
鳥
塚
亮
氏
）は
英
国
航
空
な
ど

複
数
の
外
国
航
空
会
社
勤
務
を
経
験
し
て
き
た
人
材

で
、
運
転
士
公
募
で
話
題
を
呼
び
、
多
種
多
品
目
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
土
産
物
の
開
発
、
ア
ニ
メ

「
ム
ー
ミ
ン
」の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
採
用
し
た
ム
ー
ミ

ン
列
車
の
運
行
や
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
旅
行
列
車
な
ど

の
ヒ
ッ
ト
企
画
を
次
々
に
連
発
し
て
、
い
す
み
鉄
道

の
存
在
を
全
国
発
信
、
そ
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
は
い

ち
や
く
全
国
区
レ
ベ
ル
に
拡
大
し
た
。

　

そ
れ
が
奏
功
し
て
い
す
み
鉄
道
を
利
用
す
る
観
光

客
は
目
に
見
え
て
増
え
た
。
し
か
し
運
行
本
数
が
少大原〜上総中野（大多喜町）を結ぶ人気のローカル線・いすみ鉄道

太東ビーチパーク、三軒屋海岸での恒例行事「サーフタウンフェスタ」
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な
く
、
地
域
の
利
用
が
朝
夕
の
通
学
客
（
沿
線
の
中

高
生
）
と
高
齢
者
が
中
心
の
た
め
、
乗
車
運
賃
だ
け

で
は
赤
字
を
解
消
す
る
ほ
ど
に
は
至
ら
な
い
。
そ
の

分
を
豊
富
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
の
物
販
や
、

ム
ー
ミ
ン
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
や
企
画
旅
行
列

車
な
ど
の
観
光
客
誘
致
な
ど
に
よ
っ
て
補
っ
て
い

る
。
そ
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
い
す
み
鉄
道
に
よ

る
こ
れ
ら
の
斬
新
な
企
画
の
実
行
部
隊
の
ほ
と
ん
ど

が
、
小
中
高
生
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
の
沿
線
住

民
や
、
全
国
の
い
す
み
鉄
道
フ
ァ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
い
す
み
鉄
道
は

言
わ
ば
、
地
域
を
巻
き
込
む
形
で
、
企
業
と
行
政
、

市
民（
外
部
フ
ァ
ン
も
含
め
）と
の
協
働
の
精
神
に
よ

り
再
生
し
た
の
だ
と
い
え
る
。

　

い
す
み
鉄
道
の
こ
の
事
例
は
い
す
み
市
『
地
方
創

生
総
合
戦
略
』の
基
本
理
念
、「
な
い
も
の
ね
だ
り
を

せ
ず
に
今
あ
る
地
域
資
源
、
地
域
の
魅
力
を
磨
い
て

移
住
・
定
住
者
や
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
地
道
に
地
場
産
業
の
振
興
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
活
性
化
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
を

抑
制
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
」（
太
田
市
長
）
と
、

非
常
に
共
通
点
が
多
い
。

多
様
多
彩
な
い
す
み
市
の
地
域
特
性

　

今
回
実
際
に
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
例
を
中

心
に
、
い
す
み
市
の
地
域
特
性（
魅
力
）を
見
て
い
こ

う
。
い
す
み
市
の
自
然
環
境
の
豊
か
さ
を
象
徴
す
る

事
例
と
し
て
、
ま
ず
国
の
天
然
記
念
物
第
１
号
に
指

定（
大
正
９
年
）さ
れ
た
太た
い
と
う東

海
浜
植
物
群
落（
開
花

期
は
７
月
前
後
）
が
あ
る
。
ま
た
植
物
群
落
の
近
く

に
は
、
全
国
の
サ
ー
フ
ァ
ー
に
と
っ
て
の
憧
れ
の
海

で
あ
り
、
そ
の
存
在
を
目
当
て
に
移
住
す
る
人
も
少

な
く
な
い
太
東
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
や
三
軒
屋
海
岸
が
あ

る
。
い
す
み
市
に
外
部
か
ら
訪
れ
る
サ
ー
フ
ァ
ー
は

年
間
数
十
万
人
単
位
で
安
定
し
て
お
り
、
市
内
に
は

サ
ー
フ
ィ
ン
関
連
の
業
者
が
構
成
す
る
「
い
す
み
市

サ
ー
フ
ィ
ン
業
組
合
」が
組
織
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。

「
い
す
み
市
は
現
在
、
隣
接
す
る
一
宮
町
と
連
携
し

て
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
追
加
競
技

の
有
力
候
補
サ
ー
フ
ィ
ン
の
会
場
誘
致
活
動
を
実
施

中
」（
太
田
市
長
）
で
あ
り
、
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば

サ
ー
フ
ィ
ン
の
メ
ッ
カ
い
す
み
市
は
世
界
に
発
信
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

サ
ー
フ
ァ
ー
や
海
水
浴
客
に
愛
さ
れ
る
い
す
み
市

の
海
は
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
毎
年
見
ら
れ
る

癒
し
の
海
で
も
あ
る
。
ま
た
イ
セ
エ
ビ
や
ア
ワ
ビ
、

サ
ザ
エ
、
タ
コ
な
ど
い
す
み
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成
す
る

質
の
高
い
魚
介
は
、
流
域
の
里
山
風
景
の
源
泉
と
も

い
え
る
夷
隅
川
が
河
口
に
運
ん
で
く
る
山
里
の
養
分

を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
海
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
魚
介
の
魅
力
は
現
在
、
３
年
前
か
ら
大

原
漁
港
で
毎
週
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
港
の

朝
市
」な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
に
発
信
さ
れ
て
い
る
。

夷
隅
川
自
体
も
長
良
川
に
次
ぐ
全
国
第
２
位
の
魚
種

（
72
種
）が
棲
息
し
て
お
り
、
中
で
も
国
の
天
然
記
念

葛飾北斎「神奈川沖浪裏」の原景との説のある《波の伊八》の欄間彫刻「波に宝珠」（行元寺）

大正9年に国の天然記念物第1号に指定された太東海浜植物群落
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物
お
よ
び
絶
滅
危き

ぐ惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ミ
ヤ
コ

タ
ナ
ゴ
の
存
在
は
有
名
だ
。

　

い
す
み
市
が
仕
掛
け
、
昨
年
11
月
放
映
の
人
気
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ『
孤
独
の
グ
ル
メ
』で
紹
介
さ
れ
た
大
原

駅
前
の
源
氏
食
堂
（
い
す
み
豚
を
使
っ
た
各
種
の
豚

肉
料
理
）や
、「
波
の
伊
八
め
し
」（
江
戸
時
代
の
欄
間

職
人
で
波
の
造
形
で
並
ぶ
者
の
な
い
と
さ
れ
た
伊
八

に
ち
な
ん
だ
料
理
。
地
元
産
の
食
材
８
種
以
上
と
い

す
み
米
を
使
用
）
が
代
表
す
る
多
彩
な
海
の
幸
・
山

の
幸
を
扱
う
店
舗
群
。
さ
ら
に
は
各
種
コ
ン
テ
ス
ト

で
受
賞
が
続
き
、
日
本
航
空
の
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト

ク
ラ
ス
で
も
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
い
す
み
市
は
隠
れ

た
チ
ー
ズ
の
名
産
地
で
も
あ
る
（
移
住
者
を
中
心
に

運
営
さ
れ
る
チ
ー
ズ
工
房
は
現
在
５
カ
所
）。

　

い
す
み
市
の
地
域
特
性
に
根
差
し
た
魅
力
の
ポ
イ

ン
ト
を
挙
げ
て
い
け
ば
キ
リ
が
な
い
。
ま
た
こ
れ
ま
で

ご
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
い
す
み
市
は
地
域
創
生

に
関
し
て
、
自
然
体
の
姿
勢
ば
か
り
で
な
く
、
か
な

り
の
攻
め
の
姿
勢
も
、
要
所
で
は
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

例
え
ば『
地
方
創
生
総
合
戦
略
』の
策
定
以
前（
平

成
23
年
）
か
ら
の
取
り
組
み
だ
が
、
医
療
費
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
に
お
い
て
も
、
い
す
み
市
は
既
に

目
覚
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
た
。

　
「
糖
尿
病
が
重
症
化
し
た
合
併
症
の
対
策
事
業
に

医
師
会
と
の
連
携
で
積
極
的
な
発
信
活
動
に
取
り
組

み
、
医
療
費
が
莫
大
に
か
か
る
人
工
透
析
の
患
者
数

を
激
減
」（
太
田
市
長
）
さ
せ
、
昨
年
９
月
に
は
日
本

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
学
会
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

ま
た「
近
い
将
来
の
圏
央
道
の
全
通
を
見
越
し
、
神

奈
川
県
観
光
協
会
と
い
ち
早
く
協
力
体
制
を
締
結
」

（
太
田
市
長
）
し
た
事
例
、
平
成
27
年
度
か
ら
い
す
み

市
へ
の
転
入
者
に
対
す
る
東
京
方
面
へ
の「
特
急
料
金

券
購
入
補
助
金
制
度
」
を
開
始
し
た
事
例
な
ど
も
、

い
す
み
市
の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
自
ら
の
立
ち
位
置
を
決
し
て
見
失
う

こ
と
な
く
、
多
彩
な
魅
力
を
さ
ら
に
地
道
な
努
力
で

磨
き
上
げ
な
が
ら
も
、
勝
負
所
で
は「
選
択
と
集
中
」

の
精
神
で
物
心
を
大
胆
に
投
入
し
て
い
く
い
す
み
市

の
地
域
創
生
力
に
は
、
小
粒
で
も
大
き
な
存
在
感
を

放
つ
山
椒
の
よ
う
な
、
鋭
い
隠
し
味
が
そ
こ
こ
こ
に

感
じ
ら
れ
る
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
28
年
２
月
５
日
）

豊富な魚介で知られる大原漁港「港の朝市」（毎週日曜開催）

いすみ市産の米と食材8種を配した「波の伊八めし」

平成7年に設置された「千葉県いすみ環境と文化のさと」では絶滅危惧種ミヤコタナ
ゴを飼育
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